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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
最
終
日
と
な
っ
た
五

月
六
日
、
原
発
稼
働
ゼ
ロ
を
記
念
し
て
脱
原
発
杉
並

デ
モ
が
行
わ
れ
、
約
四
〇
〇
〇
人
の
参
加
者
が
区
内

を
行
進
し
ま
し
た
。 

デ
モ
開
始
直
後
に
嵐
の
よ
う
な
大
雨
と
雷
、
さ
ら

に
は
五
ミ
リ
大
の
雹
（
ひ
ょ
う
）
が
降
り
ま
し
た
が
、

デ
モ
参
加
者
は
悪
天
候
に
も
負
け
ず
、
笑
顔
で
デ
モ

を
続
け
、
蚕
糸
の
森
公
園
か
ら
高
円
寺
駅
を
通
り
、

高
円
寺
中
央
公
園
へ
の
コ
ー
ス
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。 

前
日
の
五
日
、
泊
原
発
が
定
期
点
検
で
停
止
し
た

こ
と
で
、
四
十
二
年
ぶ
り
に
日
本
国
内
で
稼
働
す
る

原
発
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。 

原
発
の
利
権
構
造
が
温
存
さ
れ
、
電
力
会
社
や
政

府
は
原
発
の
再
稼
働
を
強
引
に
進
め
よ
う
と
す
る

な
か
で
、
日
本
の
全
原
発
が
停
止
す
る
状
態
を
つ
く

り
だ
し
た
の
は
、
全
国
の
脱
原
発
運
動
の
成
果
で

す
。 今

回
の
脱
原
発
杉
並
デ
モ
は
、
そ
の
成
果
を
噛
み

し
め
、
町
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
再
稼
働
を
許
さ
な
い
意

思
表
示
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
、
さ
ら
に
世
論
に
働
き
か
け
、
原
発
を
ゼ

ロ
に
す
る
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。 

悪
天
候
に
も
負
け
ず
、
元

気
に
パ
レ
ー
ド
（
上
） 

デ
モ
前
の
集
会
の
様
子

（
左
） 

デ
モ
参
加
者
は
、
思
い
思

い
の
格
好
で
ア
ピ
ー
ル
。

大
変
賑
や
か
な
パ
レ
ー

ド
に
（
上
・
右
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ゴールデンウィークを満喫＆体力回復 
 

 今年のゴールデンウィークは、一日だけです

が、長野に旅行してきました。長野は桜が満開

で、大変過ごしやすい陽気でした。 
 息子も大はしゃぎで、お花見や温泉を楽しん

でいました。 
私もゆっくりとした時間を過ごし、体力も満

タンに！さあ、次の議会も頑張るぞ！ 

五
月
九
日
、
第
四
回
「
外
環
の
２
地
上
部
街
路
に
関
す
る

話
し
合
い
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
信
夫
都
議
、

く
す
や
ま
・
金
子
・
山
田
の
地
上
部
街
路
計
画
沿
線
地
域
を

担
当
す
る
区
議
、
上
保
ま
さ
た
け
衆
議
院
東
京
八
区
予
定
候

補
が
傍
聴
に
参
加
し
ま
し
た
。 

話
し
合
い
の
会
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
地
上
部
街
路
の
必

要
性
ば
か
り
を
強
調
す
る
都
側
の
姿
勢
が
目
立
ち
、
会
の
構

成
員
か
ら
は
批
判
の
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
都
の
提
出
資
料

「
杉
並
地
域
に
関
す
る
現
状
・
課
題
デ
ー
タ
集
」
に
つ
い
て

も
、
〝
地
上
部
街
路
の
必
要
性
を
刷
り
こ
む
意
図
が
あ
る
〟

〝
使
用
し
て
い
る
デ
ー
タ
が
古
い
、
客
観
性
が
無
い
〟
〝
杉

並
区
内
で
見
れ
ば
、
出
火
危
険
度
が
よ
り
高
い
地
域
は
多
く

あ
る
の
に
、
計
画
周
辺
地
域
だ
け
を
抽
出
し
て
延
焼
遮
断
帯

（
幹
線
道
路
）
の
必
要
性
を
強
調
す
る
の
は
お
か
し
い
〟
な

ど
の
厳
し
い
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

各
構
成
員
の
提
出
資
料

に
つ
い
て
も
、
適
切
な
発
言

時
間
が
確
保
さ
れ
て
お
ら

ず
、
充
分
な
討
議
が
尽
く
せ

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。 こ

れ
ま
で
４
回
開
催
さ

れ
て
き
た
会
の
運
営
全
体

を
通
し
て
、
様
々
な
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
住
民
の

意
見
を
し
っ
か
り
と
汲
み

取
れ
る
よ
う
、
話
し
合
い
の

会
の
運
営
そ
の
も
の
を
見

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

葉っぱを拾って

は、母親の髪に

くっつける息子

（左） 

髪飾りのつもり

なのか…？ 

妻の頭は、葉っ

ぱまみれに（笑）

特定地域だけを抽出し、出火危険度を示すマップ 

畏れを忘れた日本人へ 
 

原発を問い曖昧な現実を疑え 
 

たかがお湯を沸かすためだけ

に、どうして核分裂を起こさせ

る必要があるのだろうか 
 

〝近未来〟と時を設定して初

演されてから３０年。 
起きてしまった福島原発の事

故。 
青年劇場とふじたあさや氏が

痛恨の思いを込め、2011 年版

で、これからを問う 
ぜひ、ご観劇ください。 

■５月１８日（金）～２７日（日） 

■紀伊国屋サザンシアター 

■入場料 一  般 8500円 Ｕ３０ 5000円

■お問い合わせ 

青年劇場チケットサービス 

TEL 03-3352-7200 

おもちゃ屋にも寄り、車

型の台車に大興奮（右）。 

私の運転を見る機会が

多いからか、ハンドルを

グルグル回し、終始ノリ

ノリでした。 

帰る際には、台車を持っ

て帰ろうと頑張るので、

閉口してしまいました

（笑） 


